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熱 帯 高 山 キ ナ バ ル に お け る 森 林 利 用 の 変 遷 と 近 代 的 な 利 用
農 用 地 と 隣 接 し た 持 続 的 な 森 林 利 用 は 可 能 力 、 ?
北 山 兼 弘 ( 京 都 大 学 生 態 学 研 究 セ ン タ - )
高 度 が 土 地 的 ( 気 候 と 土 壌 ) な 多 様 性 を も た ら し 、 そ れ が 多 様 な 生 物 の 存
在 基 盤 と な っ て い る こ と は 相 場 ら ( 本 要 旨 集 ) の 発 表 か ら も 明 ら か で あ る o
ま た 、 異 な る 植 生 帯 が 併 存 す る こ と の 意 義 は 、 鳥 が 異 な る 植 物 季 節 を 持 つ 植
生 帯 聞 を 季 節 的 に 移 動 し こ れ に よ っ て 鳥 個 体 群 が 維 持 さ れ て い る 可 能 性 が 示
唆 さ れ た ( 菊 沢 ; 本 要 旨 集 ) こ と か ら も 明 ら か で あ る o し か し 、 そ の 一 方 で 、
土 地 的 な 多 様 性 は 人 間 の 多 様 な 生 活 基 盤 に も な り 、 人 聞 が 土 地 を ど う 利 用 す
る か は 社 会 経 済 的 に 大 き く 変 容 す る o ボ ル ネ オ で は 、 世 界 の 他 の 熱 帯 高 山
( ア フ リ 力 、 ア ン デ ス 、 ニ ュ ー ギ ニ ア ) と は 異 な り 、 高 地 は 伝 統 的 に 利 用 さ
れ て こ な か っ た 。 特 に キ ナ バ ル 山 (4095m) は 花 筒 岩 の 奇 怪 な 山 容 か ら 、 死
者 が 登 る 山 と し て 崇 め ら れ 、 近 代 以 前 は 人 が 登 っ た 形 跡 が ほ と ん ど 無 い 。 山
麓 の 伝 統 的 集 落 の 最 高 地 点 は 標 高 1 4 0 0 m で あ り 、 こ れ は 植 生 帯 と し て は 広 義
の 低 地 熱 帯 の 上 限 に あ た り 、 バ ナ ナ 、 コ コ ヤ シ の 結 実 の 最 高 地 点 、 に 相 当 す る o
土 壌 的 に は 鉱 物 質 土 壌 の 上 限 で も あ り 、 そ の 上 に は 伝 統 的 に は 利 用 し に く い
酸 性 の 有 機 土 壌 帯 が 存 在 す る 。 こ の よ う に 伝 統 的 に は 利 用 さ れ に く い 森 林 帯
で は あ る が 、 1960 年 代 前 半 か ら 公 園 利 用 と 農 業 開 発 力 ず 平 行 し て 行 わ れ る よ う
に な っ た 。 1964 年 に は 、 キ ナ バ ル の 主 要 な 山 塊 を 含 む 一 帯 71 ，200ha が 国 立 公
園 に 指 定 さ れ 、 保 護 区 と な っ た o 閉 じ 時 期 に 、 キ リ ス ト 教 の 伝 道 師 に よ っ て
高 原 野 菜 の 導 入 が 試 み ら れ た 。 そ の 後 、 公 園 利 用 と 農 業 開 発 は 道 路 整 備 と と
も に 大 き く 進 ん だ 。 1972 年 に は サ バ 州 横 断 道 路 ( 未 舗 装 ) が キ ナ バ ル
(l 5 0 0 m 地 点 ) を 経 由 し て 貫 通 し 、 こ れ に よ っ て 年 間 観 光 客 数 は 7000 人
(1975 年 に 7086 人 ) に 増 加 、 野 菜 の 搬 出 も 四 輪 駆 動 車 を 使 っ て 可 能 と な っ
た 。 1981 年 に は 横 断 道 路 が キ ナ バ ル ま で 舗 装 さ れ 、 こ れ に よ っ て 年 間 観 光 客
数 は 175 ，000 人 に 急 増 し た (1987 年 統 計 ) 0 し か し そ の 一 方 で 、 換 金 作 物 で
あ る 高 原 野 菜 の 搬 出 が 容 易 に な り 、 栽 培 拡 大 へ の 圧 力 が 一 挙 に 高 ま っ た 。 政
治 的 な 圧 力 に よ っ て 、 南 側 高 原 一 帯 が 国 立 公 園 か ら 外 さ れ 、 世 界 で 有 数 の 高
い 樹 木 多 様 性 を 持 つ 低 山 地 熱 帯 降 雨 林 が 伐 開 さ れ た 。 こ の 結 果 、 野 菜 栽 培 は
7 0 0 m 上 昇 し 、 標 高 2 1 0 0 m ま で 進 ん だ 。 こ れ は 、 技 術 的 に は 農 薬 と 施 肥 ( 鶏
糞 と 化 学 肥 料 ) の 多 用 に よ り 成 り 立 っ て い る o 山 岳 の 特 徴 と し て 、 開 発 が 高
い 標 高 に 進 む ほ ど 森 林 に 対 す る 農 地 の 面 積 割 合 は 大 き く な る 。 こ の た め 、 農
地 と 接 す る こ と に よ る 林 縁 効 果 ( 主 に 微 気 象 変 化 ) 、 森 林 火 災 、 施 肥 に よ る
富 栄 養 化 ( 渓 流 あ る い は ガ ス 揮 散 ) 、 野 生 生 物 の 分 断 な ど に よ り 、 保 護 区 内
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の森林は劣化してし1く可能性が高い。2000年には、キナパル公園はユネスコ
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きつける現在の高い自然度を維持することができるのか注意深く見守る必要
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